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1.　事業社名及び代表者

株式会社函館マツダ

代表取締役社長　　篠本　拓也

2.　所在地

北海道函館市宮前町30番6号

3.　事業内容
　　■MX-30　EV　MODEL

マツダブランドの乗用車・商用車の新車販売 自動車整備業

中古自動車販売 損害保険代理店

自動車部品・用品などの販売

4.　事業の規模

1) 店舗数： ６店舗 函館市 ４店舗 函館店（本社含む）　・　中道店

美原ユーカーランド　・　ボディセンター

北斗市 １店舗 大野新道店

森 　町 １店舗 森店

2) 対象店舗数： 全店舗

総従業員数 １００人 　　(２０２３年4月末現在）

年間売上高 ２９．２億円 　　(２０２３年３月期）

年間新車販売台数 ５８６台 　　(２０２３年３月期）

年間中古車販売台数 ４０７台 　　(２０２３年３月期）

年間整備入庫台数 １９，４８２台 　　(２０２３年３月期）

5.　環境管理責任者及びＥＡ２１環境推進事務局

環境管理責任者 管理部　次長 衣笠　隆司

EA21環境推進事務局 管理部総務課 寺西主任

管理部経理課 小林課長　・　能沢社員

サービス部 山口次長

連絡・問い合わせ先 本社代表 TEL:　0138-42-3124 FAX:　0138-42-3118

　■事業活動の概要
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6.　対象店舗の概要

【函館店及び本社】

〒０４０－００７３

函館市宮前町３０番６号

従業員数：３７名

□ 新車販売

□ 中古車販売

□ サービス

□ 本社機構

【中道店】

〒０４１－０８５３

函館市中道２丁目５０番１号

従業員数：２０名

□ 新車販売

□ 中古車販売

□ サービス

【美原ユーカーランド】

〒０４１－０８０６

函館市美原３丁目３８番５号

従業員数：１４名

□ 中古車販売

□ 新車販売

□ サービス

　■事業活動の概要
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6.　対象店舗の概要

【大野新道店】

〒０４１－１２２１

北斗市清水川２２６番地の１７

従業員数：１4名

□ 新車販売

□ 中古車販売

□ サービス

【森店】

〒０４９－２３１３

茅部郡森町字森川町２９２番地５

従業員数：７名

□ 新車販売

□ 中古車販売

□ サービス

【ボディセンター】

〒０４２－０９３４

函館市広野町５番１１号

従業員数：８名

□ 板金・塗装

　■事業活動の概要
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店舗環境取組責任者（正・副）

　環境統括責任者 　・環境マネジメントシステム（以下EMS）に関する統括責任者

　＜代表者・社長＞ 　・EMSの実施及び運用に必要な人・設備・費用・時間を用意

　・環境管理責任者の任命

　・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

　・環境目標の設定を承認

　・代表者による全体の評価と見直しを実施

　・経営に於ける課題とチャンスの明確化

　・環境活動レポートの承認

　環境管理責任者 　・実務上の責任者として、環境取り組みを推進

　　兼　本社環境取組責任者       ※代表者は、環境活動の実務に関して全部門に対する指揮命令権限を委譲

　＜管理部部門長＞ 　・EMSの構築、実施、管理

　・環境活動計画書、環境関連法令取りまとめリスト等の承認

　・環境活動の取組結果を代表者へ報告

　・環境活動レポートの確認

　EA21推進事務局 　・環境管理責任者をサポートし、EA21推進事務局として環境取り組みを推進

　＜サービス部・管理部＞ 　・店舗の環境取り組みの指導・支援

　 　・環境データの集計・取りまとめ

　・全社環境委員会の事務局

　内部監査員 　・環境経営システムの有効性や環境活動が適正に運用されているかを検証する

　＜EA21推進事務局・環管責の任命者＞ 　・ＥＡ２１推進事務局、環境管理責任者が任命した者が務める

　部門長 　・全社環境委員会のメンバーとして、全社の環境取り組みを推進

　＜本社各部門＞ 　・担当部門の環境取り組みの責任者

　店舗環境取組責任者 　・店長：　店舗の環境取り組み全体の責任者として、店舗環境取組の推進・管理

　＜正：店長、　副：サービスMgr＞ 　・サービスMgr：　MECA21を中心にサービス領域の環境取り組みに責任を持つ

　　とともに店舗全体の環境取り組みにおいて店長をサポートする
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担　当　者 役　割、責　任　及び　権　限

2023年4月1日現在

■ 函館マツダ環境経営取組体制

環境統括責任者
篠本Ｐ

環境管理責任者
衣笠Ｊ

函館店

佐川店長
藤田Ｍｇｒ

中道店

花井店長
佐藤（進）

森 店

岩谷店長
加藤S

ボディＣ

大柳Ｋ
泉Ｋ

美原ＵＬ

村上店長
青山Ｍｇｒ

大野店

桜庭店長
川村Mgr

本社

新車部・中古車部・サービス部
保険部・管理部

内部監査員
ＥＡ２１推進事務局メンバー
環境管理責任者の任命者

EA21推進事務局(管理部・サービス部）

山口J・大島K・小林K

寺西S・能沢D



＜基本理念＞

株式会社函館マツダは、自動車販売・自動車整備などの全ての事業活動において

自然との調和を図りながら、地球環境の保護と豊かな社会づくりに貢献します。

その為にも、ベースの省資源・省エネルギー・再資源化の取組は確実に行い、更に

「働き方改革・業務の平準化・正しい手順の仕事」の取組、そして新たに取り組む

事業活動の一つである「5つの約束」をもとに更なる総合的な環境負荷の低減を

推進していきます。

＜行動指針＞

1． お客様のカーライフをより素晴らしいものにする為、環境負荷低減に資する自動車

関連商品の販売促進を行います。

2． 全社員が函館マツダに勤めていることを誇れる会社にする為にも働きやすい職場

環境づくりと事業活動での健康経営を進めていきます。

3． 具体的環境経営活動計画を策定し、継続的な環境改善活動を実践します。

4． 環境経営目標を達成するために、各店舗・部門の特性を考慮した個別の環境経営

活動計画を策定し、取組を促進します。

5． 環境関連法規及び、その他の環境関連要求事項を遵守します。

6． 全社員にこの環境経営方針を周知徹底するとともに、環境経営活動レポートを

作成し、積極的に活用・公表します。

制定

改訂

株式会社函館マツダ

代表取締役社長 篠本　拓也

　■環境経営方針

　環　境　経　営　方　針

平成22年4月1日

令和5年4月1日
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＜２０２３年度環境経営目標＞

１.　環境負荷の現状及び環境経営目標

単位 2022年度実績
目標

(基準年度）
2023年度 2024年度 2025年度

二酸化炭素排出量 kg-CO2 594,280 588,337 582,394 576,452

　（削減率） △ 1% △ 2% △ 3%

電力使用量 kWh 379,978 372,378 372,378 372,378

　（削減率） △ 2% △ 2% △ 2%

ガソリン使用量 L 38,435 38,051 37,666 37,282

　（削減率） △ 1% △ 2% △ 3%

軽油使用量 L 42,031 41,611 41,611 41,611

　（削減率） △ 1% △ 1% △ 1%

灯油使用量 L 38,949 37,391 37,391 37,391

　（削減率） △ 4% △ 4% △ 4%

LPガス使用量 ㎥ 1,579 1,563 1,563 1,563

　（削減率） △ 1% △ 1% △ 1%

都市ガス使用量 ㎥ 18,127 17,946 17,946 17,946

　（削減率） △ 1% △ 1% △ 1%

一般廃棄物排出量 kg 9,005 8,915 8,825 8,735

　（削減率） △ 1% △ 2% △ 3%

産業廃棄物排出量 kg 140,943 139,534 139,534 139,534

　（削減率） △ 1% △ 1% △ 1%

水使用量 ㎥ 3,400 3,332 3,332 3,332

　（削減率） △ 2% △ 2% △ 2%

化学物質使用

単位 2022年度実績 2023年度 2024年度 2025年度

％

％

％

％
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環境負荷低減取組活動

　環境経営目標

省資源・省エネルギー項目

化

石

燃

料

人・環境にやさしい特化則に対応した製品を２０１７年度より使用

クリーンディーゼル車
28.1% 30.0% 31.0% 33.0%

販売台数の拡大（HIV/EV含）

新車販売時下取車の向上 69.0% 71.0% 73.0% 75.0%

パックDEメンテ加入促進 70.0% 72.0% 74.0% 76.0%

84.0% 86.0%

一般事務用品
一般事務用品購入の際、グリーン対象商品がある場合は対象商品を購入する

（グリーン購入）

保険募集時のペーパーレス化
(電子計上）

79.8% 82.0%



　＜２０２３年度環境経営活動取組＞

・ 事業活動において、省資源・省エネルギー・再資源化の取組は確実に行ない、さらに「働き方改革・業務の平準化・

正しい手順の仕事」の取組による環境負荷の低減を促進していきます。

・ 最新の環境性能車や環境に配慮した整備など、お客様へ有益な情報を提供することによって環境負荷の低減に

努めます。

　　１．二酸化炭素排出量の削減

1)　電力使用量の削減

メジャーサインの点灯・消灯時間設定を変更　

エアコン・ストーブの温度設定の確認　(基本設定温度　冷房：２８℃　暖房：２０℃）

クールビズの実施（６月１日～９月３０日）

2)　車両燃料使用量の削減

エコドライブの啓発（エコドライブ１０のすすめ）

デモカー・サービスカーの最新化及び削減

車両燃料カード管理

　　２．廃棄物排出量の削減

保険募集電子計上及びMeetsP2による電子化（ペーパーレス化による紙使用量削減）

コピー機の管理（両面コピー・裏面使用の徹底・ミスコピー防止の為リセット徹底）

産業廃棄物の適正処理の徹底、一般廃棄物の削減（分別とゴミ出し前の計量記録）

　　３．化学物質使用量の削減

塗料使用量の削減を意識した塗装作業の励行

特化則に対応した人や環境にやさしい製品を使用

　　４．水使用量の削減

洗車時の節水を徹底

　　５．環境に配慮した製品・商品の提供及び購入

低燃費、CO2も少ないクリーンディーゼル・PHEV・EVの環境配慮商品の拡大

お車の環境性能維持に必要なメンテナンス商品「パックdeメンテ」加入促進及び、ケミカル用品の提案促進

一般事務用品購入の際、グリーン対象商品がある場合は対象商品を購入

　■環境経営活動計画
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　　６．社会貢献活動

・献血活動に年２回協力（毎年４月・１２月）

・交通安全「旗の波運動」「パトライト作戦」「チャレンジセーフティラリー北海道」へ参加実施

・WWFアースアワー、マツダライトダウンキャンペーン参加

・中学校、高校、専門学校、大学からのインターンシップの受け入れ

・函館市と「災害時における自動車等の貸与および電力供給の協力等に関する協定」を締結
　　※貸与車両はBCPの観点から燃料供給に有利な軽油を使用するクリーンディーゼル車予定

・犯罪被害者支援自動販売機設置（売上金の一部寄付活動）

●献血活動協力（４月・12月） ●交通安全「旗の波運動」参加

　　７．その他の取組

＜生産性を上げつつ、ワークライフ・バランスを改善＞

定時退社日、月３回の実施

有給休暇の計画取得

総労働時間の削減（各種デジタルツールの活用により業務効率を向上）

＜デジタル化による各種削減＞

「WEB会議」「WEB研修会」を導入し、紙使用と燃料使用量、移動時間の削減

MeetsP2活用で環境負荷の軽減

＜職場環境の快適化、省エネルギー化、コスト削減＞

照明のLED化など設備更新時には環境配慮商品の導入

職場環境の快適化、生産性向上ツール導入
緊急時を想定し、消防訓練・オイル流出訓練を年２回実施

●オイル流出訓練 ●WEB会議

　■環境経営活動計画
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１.　２０２２年度運用期間の実績

省資源・省エネルギー項目 単位
2019年度

実績（基準）
2020年度

実績
2021年度実績 2022年度実績 2022年度削減率

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 601,458 619,104 603,007 594,280 -1.2%

　 電力使用量 Kwh 409,706 406,290 398,452 379,978 -7.3%

ガソリン使用量 Ｌ 42,104 44,063 42,817 38,435 -8.7%

軽油使用量 Ｌ 44,154 43,342 41,209 42,031 -4.8%

灯油使用量 Ｌ 36,347 38,598 35,331 38,949 7.2%

ＬＰガス使用量 ㎥ 1,704 1,687 1,629 1,579 -7.3%

都市ガス使用量※1 ㎥ 12,278 17,614 18,634 18,127 47.6%

一般廃棄物排出量 Kg 7,876 6,646 5,341 9,005 14.3%

産業廃棄物排出量 Kg 142,597 143,371 141,542 140,943 -1.2%

水使用量 ㎥ 3,658 3,645 3,540 3,400 -7.1%

※函館店改装時、冷暖房設備を交換（電気/灯油タイプ→都市ガス）

事業活動他 単位
2019年度

実績（基準）
2021年度

実績
2022年度

目標
2022年度

実績
目標

達成率
前年比 評価

クリーンＤＥ車販売比率 ％ 30.5% 22.0% 35.0% 28.1% 80.2% ○ 未達

パックdeメンテ加入 ％ 70.0% 70.0% 78.0% 69.0% 88.4% △ 未達

下取車の向上 ％ 68.0% 73.0% 74.0% 69.0% 93.2% △ 未達

保険募集電子計上 ％ 68.0% 71.0% 80.0% 79.8% 99.8% ○ 未達

達成

【評価について】 ◎： 目標以上の削減

〇： ２０２２年度の目標は達成できなかったが前年より削減

△： 前年比５％未満の増加

×： 前年比５％以上の増加

目標に対して

２.　取組結果の評価

１）　二酸化炭素排出量の削減 　　　

   ◇　都市ガス以外の化石燃料を削減することにより、CO2排出量の目標基準年度（２０１９年度）からは　削減する

　　　事ができた。

２）　電力使用量の削減

   ◇  一部の店舗では僅かではあるが使用量が増加するものの、全体では前年より削減でき目標基準年度（２０１９年）

　　　  よりも大幅に削減することができた。

３）　ガソリン使用量の削減

   ◇  車両販売計画台数が未達成のため、使用量（納車ガソリン）が減少している。試乗車・サービスカーの車種構成を

      　最新の環境性能車・低燃費車・EV車に切り替える事と台数の圧縮により自社分のガソリン使用量を削減すること

　　　　ができた。

　　　　

　■環境経営活動の取組結果の評価　

一般事務用品グリーン購入 一般事務用品購入の際、グリーン対象商品を購入する

達成・未達：
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２.　取組結果の評価

 ４）　軽油使用量の削減

   ◇　クリーンディーゼル車の販売比率は前年より増加できたが、基準年度の２０１９年には届かなかった。

　　　　試乗車、サービスカーの台数圧縮により軽油使用料は基準年より削減できた。

　　　　BCPの観点から災害時には軽油の調達が容易であることなどを積極的に薦め、引き続きクリーンディーゼル車の

　　　　拡販に取り組む。

 ５）　灯油使用量の削減

　◇  毎年の厳冬により作業環境向上のため、整備工場内のジェットヒーターを増設した事等により使用量が増加した。

 ６）　ＬＰガス使用量の削減

   ◇  コロナ禍により給茶等を控えたことで使用量が減少し、目標達成。　　

 ７）　都市ガス使用量の削減

   ◇  ２０２０年度に一部店舗の暖房機を灯油式から都市ガス式へ変更したことにより、都市ガスの使用料は基準年

　　　　よりは増加しているが、暖房機の使用頻度を下げる等の取組みにより前年よりは削減することができた。

 ８）　一般廃棄物排出量の削減

   ◇　各部門ペーパーレス化に積極的に取り組み、通常業務における紙使用量を減らすことができた。

　　　　一方で閉鎖中倉庫を納車前新車保管場所として活用するために整理したことで一時的に排出量が増えた。

　　　　

 ９）　産業廃棄物排出量の削減

   ◇　安心安全・環境負荷低減のためにエンジニアによる積極的提案活動を行い、エコタイヤなど提案商品の交換率は

　　　  増加したが、入庫総台数の減少により総量は減少した。

　　　  これからもお客様により良い状態で走行していただくことと、環境負荷軽減を両立した商品の提案活動を継続する。

１０）　化学物質使用量の削減

   ◇　板金塗装工場に於いては環境配慮パテ、特化則対象外のエコ塗料商品導入により、VOC量の低減や使用量の削減が

　　　　図られた。さらにこのエコ塗料は隠ぺい力に優れていることから作業効率が良く塗装時間を大幅に削減することができ、

　　　　生産性向上にも繋がった。

１１）　水使用量の削減

　　◇　入庫台数減少の影響もあるが、節水型自動洗車機の活用により削減でき目標を達成することができた。

１２）　環境に配慮した製品の提供

　　◇　クリーンディーゼル車の拡販目標・前年比共に未達。クリーンディーゼル車の販売構成比は落ちているがクリーン

　　　 　ディーゼル車のみならず、最新の環境性能車（B-EV、PHEV等）が増え、結果、環境負荷低減に繋がっている。

１３）　社会貢献活動

  　 ◇  以下の通り、前年同様の活動を実施した。

　　　　 春・秋の交通安全運動期間中「旗の波運動」への参加。

　　　  　WWFアースアワー、マツダライトダウンキャンペーン参加。

          年２回の献血活動に協力。

　　　  　専門学校、高校よりインターンシップ受け入れ。

　　　  　函館市と「災害時における自動車等の貸与および電力供給の協力等に関する協定」を締結。

           　　※貸与車両はBCPの観点から燃料供給に有利な軽油を使用するクリーンディーゼル車予定

　　　　　犯罪被害者や交通事故被害者を支援する被害者支援団体「函館被害者相談室」の活動を支援する目的で

　　　　　自販機売上の一部を寄付する協定を締結。

１４）　その他の取組

  　 ◇  生産性を上げつつ、ワークライフバランスを改善。

          職場環境の快適化、商談タブレット「Meets」活用による生産性向上。

　■環境経営活動の取組結果の評価　
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１.　次年度の環境経営目標

次年度（２０２３年度）は、これからの３年間の中期目標の初年度となる。２０２２年度を基準として定めた目標に向けて

活動する。昨年度からの事業活動のひとつである「５つの約束」をもとに、さらなる総合的な環境負荷低減に繋がる

環境経営を確実に取組んでいく。　※「５つの約束」P12参照

２.　次年度の環境経営活動内容

＜本社＞

■新車・中古車・保険部

　・環境配慮型自動車（クリーンディーゼル車・ＨＩＶ・ＥＶ)の販売促進

　・パックdeメンテ（サービスパック商品）加入促進

　・代替期間の短縮促進により、安心安全と環境負荷低減車の販売促進

　・残価型クレジットを利用し、最新の環境性能・安全性能を持った車両への代替促進

　・下取車の適正な処理及び良質な高年式中古車販売による環境負荷低減

　・車両登録手続きの平準化推進

　・保険契約ペーパーレス手続きを促進

　・広告・宣伝・お客様向けDM等のデジタル化推進

■サービス部

　・入庫量の平準化

　・パックdeメンテ継続加入促進

　・エンジニア接客によるメンテナンス商品の提案

　・在庫部品の適正管理

　・リビルトパーツ、エコ商品の販売促進

　・自動車技術進展に対応する整備技術の向上

■管理部

　・定時退社日、残業時間削減の推進

　・有給休暇の計画取得推進

　・働きやすい職場風土づくりのための人事制度改革

　・Web会議、研修の推進

　・職場環境の快適化、省エネルギー化

　

＜店舗＞

　・省資源、省エネルギー、再資源化取組の確実な実施

　・環境配慮型自動車（クリーンディーゼル車・ＨＩＶ・ＥＶ）の拡販

　・パックdeメンテ加入促進

　・新車販売時の下取車の向上

　・タブレット「Meets」活用によるペーパーレス商談、保険募集時の電子計上

　・産業廃棄物の適正処理

　・サービス入庫の平準化

　・生産性を上げつつ、ワークライフバランスの改善

　■次年度の目標　
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『５つの約束』

１．お客様をとことん知る

２．１００人１００通りの理想のカーライフを提案する

３．すべてのお客様の声を聴き不安や不満を解決する

４．ご来店のたびにマツダの独自価値を

　　お伝えし体感してもらう

５．マツダブランドを好きになってもらう活動を行う
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1.　環境関連法規の遵守状況確認

・環境関連法規については、マツダ㈱提供の｢マツダ環境保護プログラム（ＭＥＣＡ２１）」により確認済み。

・遵守状況確認は２０２２年１０月に実施済み。

2.　環境関連法規遵守要求事項、確認結果

環境関連法規等

　

廃棄物処理法

自動車リサイクル法

水質汚濁防止法

下水道法

浄化槽法

騒音規制法

振動規制法

消防法

フロン排出抑制法

北海道循環型社会形成の
推進に関する条例

・北海道循環型社会形成の推進に関する条例について、今般のコロナ禍により、委託した処分の状況の確認が

3.　違反・訴訟の有無

・その他環境関連法規については関係機関からの外部指摘は受けておりません。

  また同様に訴訟等についても、１件もありませんでした。

業者登録・使用済自動車の適正処理 〇

　■環境関連法規への違反・訴訟の有無

要　求　事　項 確認結果

廃棄物の適正処理 ・マニュフェストの運用管理 〇

特定施設の届出　（自動式車両洗浄施設） 〇

特定施設の届出　（自動式車両洗浄施設） 〇

設置の届出・定期検査・保守点検 〇

特定施設の届出　(コンプレッサー　定格出力7.5kw以上） 〇

特定施設の届出　(コンプレッサー　定格出力7.5kw以上） 〇

少量危険物の届出・消防設備点検報告・防火管理者選任 〇
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廃棄時の書面の交付・第一種特定製品の３ヶ月に１回の簡易点検 〇

産業廃棄物に関する規制基準の遵守 △

  できておりません。　但し、今年度は１０月に処分場を確認する予定です。

・環境関連法規等の遵守状況の評価の結果環境関連法規制等は遵守されていました。



有

〇 無

有

○ 無

有

○ 無

有

○ 無

有

○ 無

有

○ 無

活動期間 2022年  4月  1日～    2023年 　 3月  31日

評価者 代表取締役　篠本　拓也

経済活動停滞の影響を大きく受けました。しかしながらコロナ感染に関してはコロナ対策のＢＣＰ対策を都度改正する

ことで、最小限に抑えることが出来ました。函館マツダ経営ビジョンに掲げた外部環境がどんな変化に直面しようとも、

継続的かつ安定的な成長が実現できる「強い経営基盤をもった会社」となるようお客様の素敵なカーライフを実現する

取組や「働き方改革・業務の平準化・正しい手順の仕事」の取組に加え、昨年度より取組んでいる、マツダブランド

ステートメント・「５つの約束」をもとに、さらなる総合的な環境負荷低減に繋がる環境経営を確実に取組んでいきます。

実施日 2023年4月10日

全体評価・コメント（環境経営システムへの有効性・環境への取組の適切性等）

２０２２年度は「コロナウィルス」感染拡大による活動自粛や感染予防対策が続く中、函館館内はもとより、当社も感染者

増え、対応等に多くの時間を費やした年度でした。また、半導体不足やウクライナ問題も昨年に引き続き輪をかけ、

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し

見直し情報 見直し指示 指示事項

1 環境経営方針

2 環境経営目標

3 環境経営活動計画・取組項目

4 環境に関する組織
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5
その他のシステム要素
・不適合発生状況
・是正処置

6 その他（外部への対応）

■代表者による全体評価と見直しの結果



　　マツダは、2030年を見据えた技術開発の長期ビジョン「サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言2030」を

　　2017年9月に公表しました。

　　これまでマツダは、2007年に発表した技術開発の長期ビジョン「サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言」に

　　もとづき、「走る歓び」と「優れた環境・安全性能」の両立に取り組んでまいりました。

　　そしてこのたび、世界の自動車産業を取り巻く環境の急激な変化を踏まえ、より長期的な視野に立ち、

　　クルマの持つ魅力である「走る歓び」によって、「地球」、「社会」、「人」それぞれの課題解決を

　　目指す新しいチャレンジ「サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言2034」を策定しました。

　　　　　　 サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言2030

「地球」領域

　環境保全の取り組みにより、豊かで美しい地球と永続的に共存できる未来を築いていきます。

＜アプローチ＞

■ クルマのライフサイクル全体を視野に入れて、「Well-to-Wheel（燃料採掘から車両走行まで）」の考え方に

　 もとづき、本質的なCO3削減に向けた取り組みを本格化。

■ 「Well-to-Wheel」での企業平均CO2排出量を、2050年までに2010年比90％削減することを視野に、

　 2030年までに51％削減を目標とする。

■ この実現に向けて、各地域における自動車のパワーソースの適性やエネルギー事情、電力の発電構成などを

　 踏まえ た、適材適所の対応が可能となるマルチソリューションをご提供できるよう開発。

■ 将来においても大多数のクルマに搭載が予測される内燃機関を磨き上げながら、2029年には生産するすべての 

　 内燃機関搭載車に電動化技術を搭載する予定。

■ エネルギー源そのものもカーボンニュートラルに近づけることができるよう、微細藻類から生成される

　 バイオ燃料など再 生可能液体燃料の普及に向け、産学官連携・企業間連携などを加速。

■ クリーン発電地域、大気汚染抑制などの政策のある地域へ電気自動車（EV）など電気駆動技術を展開。
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■サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言



「社会」領域

　安心・安全なクルマと社会の実現により、すべての人が、すべての地域で、自由に移動し、

　心豊かに生活できる仕組 みを創造し築いていきます。

＜アプローチ＞

■ 事故のないクルマ社会の実現に向け、「MAZDA PROACTIVE SAFETY（マツダ・プロアクティブ・セーフティ）」

　 の思想にもとづくさらなる安全技術の進化を追究。

■ 正しいドライビングポジション、ペダルレイアウト、良好な視界視認性などの基本安全技術の継続的進化と

　全車標準化。

■ 人間の認知、判断をサポートする先進安全技術「i-ACTIVSENSE（アイ・アクティブセンス）」の標準装備化を推進。

　既に標準装備化を始めた日本に加え、2019年以降順次グローバルにも拡大。

■ 人間中心の自動運転コンセプト「Mazda Co-Pilot Concept（マツダ・コ・パイロット・コンセプト）※1」

 　にもとづいて開発を進めている自動運転技術の標準装備化を2026年までに目指す。

■ コネクティビティ技術の活用により、クルマを使う人が公共交通が弱体化した過疎地での移動を支える役割を

　 担えるようなビジネスモデルの可能性を検討。

「人」の領域

「走る歓び」にあふれたクルマを通じて、地球を守り、社会を豊かにすることで、人々に心の充足を提供し、

 心を健康にします。

＜アプローチ＞

■ 「クルマに命を与える」という哲学のもと、クルマのデザインを芸術の域まで高め、見る人すべての心を

      豊かにする「魂動デザイン」のさらなる深化。

   ※1 人間を中心に考えるマツダ独自の自動運転技術開発コンセプト。人間が心と身体を活性化させながら、イキイキと運転している一方で、

          クルマは人間と車両の動きをしっかりと把握し、仮想運転をしている状態。そして、意識喪失などの不測の事態においてはクルマが運転

          操作をオーバーライドし自動で外部に緊急連絡するとともに、最適な場所にクルマが自動運転し、周辺を含めて安全な状態を維持する
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■サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言



ブランド　ステートメントとは？
　　マツダのコーポレートビジョンをより具体的な行動に移すために、マツダグループが世の中にどのような

　　価値を提供するのか？それは他社と何が違うのか？をより分かりやすく宣言したものです。

ブランド　ステートメント

株式会社函館マツダ
エコアクション２１推進事務局

http://www.hakodatemazda.jp/


